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34. 格納容器下部(ペデスタル)外側鋼板の支持能力について 
 
 

溶融炉心が水中に落下した際の物理現象である水蒸気爆発は，これまでの知見から，原子

炉格納容器内での発生の可能性が極めて低いと考えられるが，柏崎刈羽原子力発電所 6 号

及び 7 号炉の有効性評価「3.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用」では，溶融

炉心が原子炉格納容器下部の水中に落下した際の水蒸気爆発の発生を仮定し，原子炉格納

容器の健全性を評価している。 
評価の結果，柏崎刈羽原子力発電所 6 号及び 7 号炉では，水蒸気爆発の発生を仮定して

も，格納容器下部の内側鋼板にかかる応力が弾性範囲内であり，塑性変形しないことを確認

している。 
しかしながら，万一内側鋼板に変形等が生じ，その支持機能に期待できない場合であって

も，柏崎刈羽原子力発電所 6 号及び 7 号炉では格納容器下部の外側鋼板のみで支持機能を

維持できる。 
ここではペデスタルが支持する荷重が外側鋼板のみに負荷された場合でも，ペデスタル

が有する支持機能が維持されることを確認する。 
 
1. ペデスタル外側鋼板の形状 

ペデスタルの外側鋼板は，図 1 に示すように外径 14000mm，板厚 30mm の円筒状の

構造物である。 
この断面積 A は，以下のように計算される。 
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図 1 ペデスタル概略図 
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2. ペデスタルの支持荷重 
ペデスタルが支持する荷重は，原子炉圧力容器重量，原子炉遮へい壁重量，ダイアフラ

ムフロア重量等である。付加される荷重を以下の表 1 に示す。 
 

表 1 ペデスタルの合計支持荷重 

6 号炉/7 号炉 

約 8000ton 

 
3. ペデスタル自立性の評価 

1. に示した外側鋼板の断面積と，2. に示したペデスタルの支持荷重から算出される，

外側鋼板のみでの支持を仮定した場合に外側鋼板に加わる応力を表 2 に示す。 
また，ペデスタル外側鋼板の材料である JIS G3115 圧力容器用鋼板(SPV490)の格納容

器限界温度(200℃)における降伏応力を，外側鋼板のみで支持機能を維持する上での許容

値として同表に示す。 
 

表 2 外側鋼板のみでの支持を仮定した場合に外側鋼板に加わる応力と許容値 

6 号炉/7 号炉 許容値(降伏応力) 

約 60MPa 417MPa 

 
表 2 の通り，6 号及び 7 号炉の外側鋼板のみでの支持を仮定した場合であっても外側

鋼板に加わる応力は外側鋼板の許容値(降伏応力)を下回っていることから，外側鋼板のみ

でであってもペデスタルが支持する荷重に対する支持機能を維持できる。 
 

以 上 


